
3.次世代原子炉に関する国際
的枠組みと核拡散防止に向
けた核燃料バンクの動き

日本原子力研究開発機構
原子力人材育成・核不拡散・核セキュリティ総合支援センター

戦略調整室



GEN-IV （第4世代原子力システム国際フォーラム）

- 多国間協力により第4世代原子力システムの研究開発を推進する国際的枠組みとして、2001年に発足
- 持続可能性、安全性・信頼性、経済性並びに核拡散抵抗性・核物質防護を総合的に備え、既存のエネルギー源に対

して優位性を有する次世代原子力システムの開発を目的とする。将来的な商業導入を視野に、第4世代原子炉システ
ムの研究開発及び国際協力を推進している

概要
Generation-IV International Forum https://www.gen-4.org/

・GIF 2025枠組協定署名国・実施機関：カナダ*(天然資源省)、フランス(原子力・代替エネルギー庁)、日本(資源エネルギー庁, 原子力機構)、韓国(韓国科学
技術情報通信部,韓国原子力国際協力財団, Korea Nuclear International)、スイス(ポールシェラー研究所)、英国(エネルギー安全保障・ネットゼロ省)、米国(エネルギー省)
・GIF 2025枠組協定招待署名国・実施機関：豪州(豪州原子力科学技術機構)、EURATOM(共同研究センター、中国(国家原子能機構,科学技術部)、南
アフリカ(エネルギー省)

メンバー
https://www.gen-4.org/about-gif/organisation-and-
governance/generation-iv-international-forums-leadership
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*批准待ち、https://www.gen-4.org/about-gif/organisation-and-governance/gif-parties-and-implementing-agents

目的
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小型モジュール炉（SMR）技術の責任ある活用に向けた
基本インフラ（FIRST）プログラム

• 米国務省が2021年に開始したSMR導入国向けの国際的な能力構築支援イニシアティブ
• IAEA等とも連携しつつ、支援対象国がクリーンエネルギー目標を達成するため、原子力安
全、核セキュリティ、核不拡散を確保した原子力プログラムを開発する際の支援を行い、
原子力分野における戦略的協力関係の強化を目指すもの

• 日本は、2022年より参加。ガーナへの支援を実施

ミッション Foundational Infrastructure for Responsible Use of Small Modular Reactor Technology

https://www.smr-first-program.net/

• 米国内のパートナー：
国務省、原子力規制委員会（NRC）、エネルギー省（DOE）及び国家核安全保障庁（NNSA）、商務省（DOC）、貿易開発

庁、米国輸出入銀行、米国国際開発金融公社（DFC）
原子力エネルギー協会（NEI）、米国原子力エネルギー協議会（NIC）、米国電力研究所（EPRI）、CRDF Global、米国原子

力学会、テキサスA&M大学国際原子力エネルギープログラム（PINE）
アルゴンヌ国立研究所、アイダホ国立研究所、オークリッジ国立研究所、サンディア国立研究所、原子力の技術革新を加速するゲートウ

ェイ（GAIN）イニシアティブ
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パートナー国（支援対象・協力国）
• SMRの導入検討や能力構築のための支援を受けている、又は協力関係

にある国
• ウクライナ、ガーナ、ルーマニア
• フィリピン、タイ、ベトナム、インドネシア等のASEAN諸国
• エストニア、ラトビア、リトアニア（バルト3国）
• ポーランド、チェコ、スロバキア、アルメニア、ブラジル、カザフスタン等

提供パートナー（支援側）
•米国と共に、技術提供や支援を行う国
米国（主導国）
日本、カナダ、韓国、英国、フィンランド
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NHSI （原子力の調和・標準化イニシアティブ）

ヴィジョン

• IAEAが2022年に開始した、SMR及び先進炉の安全・核セキュリティを確保した国際展開を促進するためのイニシアティブ
• 原子力の産業面及び規制面における国際的な調和・標準化を推進し、先進炉導入に係る規制、許認可、設計評価、サプラ
イチェーン等の効率化を図ることを目的としている

• IAEAは、政府、規制当局、設計者、技術保有者、事業者、電力用途以外のエンドユーザー等のハイレベル関係者を集結させ、
NHSIのもとで協働を進めている

Nuclear Harmonization and Standardization Initiative

構造

• IAEAはNHSIの下に以下の二つのトラックを設置し、それぞれ複数の作業グループを設けている
 NHSI規制トラック：許認可審査における規制当局間の協力強化と、規制評価の活用を可能とする国際的枠組

みの構築を目指すもの。この枠組みのもと、各国規制当局が共同で設計審査を実施することで、重複する規制審査
や、各国規制の差異に起因する設計変更の最小化が期待されている

 NHSI産業トラック：SMRの製造、建設、運用における、より標準化された産業アプローチの構築を目指すもの。こ
れにより、認可期間の短縮、コスト低減、さらにはSMR導入までの期間短縮が期待されている

動向
• NHSIのフェーズⅠは2024年に終了
• 2025年から開始されたフェーズⅡの規制トラックでは、規制トラックの下にSMRの核セキュリティ作業グループが設立され、
核セキュリティ審査に関する国際協力の強化を目指している 公式HP： https://nucleus.iaea.org/sites/smr/SitePages/Nuclear-Harmonization-and-Standardization-Initiative.aspx
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IAEA 低濃縮ウラン（LEU）バンク
・IAEA加盟国が、非商業的要因により、LEUの供給が途絶した場合に、加盟国にLEUを供給するための燃料供給保証のメカニズムの「最
後の手段」として設置されたLEU備蓄。加盟国が商業市場や国家間協定等を通じてLEUを調達できなくなった場合、IAEAが加盟国の要請
を受けて協定を締結し、LEUを供給する

・2015年：IAEAとカザフスタンの間でホスト国協定署名 ・2019年：運用開始
・備蓄量：LEU 約90MTU（110万kW級原子炉1基分の核燃料装荷量相当）
・設置（LEU購入等）費用：各国等の特別拠出により整備（EU:€24.4m、クウェート:$10m、ノルウェー:$5m, UAE:$10m、 
US$49m、NTI:$50m、カザフスタン:$40万+現物拠出）
・供給条件：IAEA事務局長は、以下を確認した上で、供給手続きをIAEA理事会に報告する必要がある

発電炉へのLEU供給が途絶していること
商業市場、国家間協定等を通じたLEU調達が不可能であること
加盟国がIAEAとの包括的保障措置協定を締結・遵守していること
直近の保障措置実施報告(SIR)において、申告核物質の転用が無いとの結論が得られていること
IAEA理事会において考慮すべき重大な保障措置実施上の問題が存在しないこと

・LEU受領後の費用償還：受領国は、供給されたLEUの補充に係る全費用を負担する
・受領国の義務

供給されたLEUは、発電炉の燃料製造のみに使用し、核兵器・核爆発装置・軍事目的に使用しないこと
IAEAの同意無しに、再濃縮・再処理・再移転又は再輸出を行わないこと
関連するIAEA保障措置・安全基準及び核物質防護措置を常時適用すること

・LEUバンクでの３S（安全、核セキュリティ、保障措置）の確保
原子力安全と核セキュリティ：IAEA基準・指針に整合したカザフスタンの国内法令を適用
保障措置：包括的保障措置協定及び追加議定書に基づき実施

・設置場所：カザフスタン北東部のUlba Metallurgical Plant（UMP）内
出典）https://www.iaea.org/topics/iaea-low-enriched-uranium-bank
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